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ミートジャッジング競技会オーストラリア大会「ICMJ Australia 2026」において 

農学部畜産草地科学科３年の松永彩希さんが５位入賞！ 
 

全日本大学対抗ミートジャッジング競技会（日本 ICMJ）において、昨年度大学対抗部門の 1位を初受賞した宮

崎大学農学部畜産草地科学科生によるチームより、３年生の阿部はなのさん、松永彩希さんの２名が 7月にオースト

ラリアで開催された「ICMJ Australia 2026」に出場し、松永さんが Commercial Evaluation部門で第 5位を

受賞しました。 

ICMJ（Intercollegiate Meat Judging World Competition）は、世界の畜産業を支える若手人材の育成と、

食肉業界のネットワーク作りを目的に開催され、畜産や農学を学ぶ学生等が参加し、牛肉、豚肉、羊肉などの肉質や

枝肉（食肉処理された状態）の価値を見極める「目利き」の正確さを競う国際大会で、競技の公用語は英語です。

日本からは、国内の学生大会で優秀な成績を収めた約 5名が「日本代表チーム」に選出されます。 

昨年度の日本大会での快挙に続き、オーストラリア大会においても本学部生が優れた成果を収めました。 

宮崎大学農学部では、このような取組をはじめ、学生の挑戦を積極的に後押しし、実践力のある人材育成に力を

入れています。ぜひ取材を通じて広く知っていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日本代表チーム（後列左：阿部さん、前列右：松永さん）  Commercial Evaluation部門５位の松永さん 

 

  

問い合せ先 

農学部総務係 

e-mail : noujimu@miyazaki-u.ac.jp 

TEL：0985-58-2875 

発信元 

企画総務部総務広報課 

e-mail : kouhou@miyazaki-u.ac.jp 

TEL：0985-58-7114 

～世界を視野に、地域から始めよう～ 報道発表 

 

  


